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ら採用されている。これは，運転者の操舵が上記油圧式
コントロールユニットにより油圧に変換され，上部旋回
体から下部走行体にスイベルジョイントを経由して伝達
されて最終的にステアリングシリンダを油圧で作動させ
ることにより操舵作動させる構成である。ノーマルモー
ドと特殊モードは，運転者の操作と各種切換条件をコン
トローラが判断し，電磁切換弁の切換えによって油圧回
路を変更して対応する。
　ノーマルモードでは前軸のみが作動する（後軸は保持
状態）油圧回路となり，特殊モードでは前軸と後軸が連
動する油圧回路になって操舵作動する構成である。しか
しながら，この構成では公道走行する際の操舵機構が機
械的に接続されていないことから堅牢でないとみなされ，
欧州で公道走行車に求められる規制には適合しない。

2．新機種RKE450における操舵機構

2．1　操舵機構の構成

　新機種 RKE450（以下，本機種という）では，前軸は

運転席から下部操舵機構まで機械的に接続し，運転者の
操舵操作がリンク機構を経由して直接伝達する構成とし
た。他方，後軸（2軸目／3軸目）は電子制御による油
圧駆動方式とし，操舵の許可などを行う電磁切替弁（以
下，チェック弁という），および操舵量を調整する電磁比
例弁に対してコントローラが指令を行うことによって後
軸を駆動する構成とした（図4）。コントローラは，運転
者による前軸の操舵量を操舵角度センサにより検出・把
握し，各ステアリングモードの条件に対応した後軸の操
舵量を自動演算する。さらに，後軸の操舵量も操舵角度
センサで検出し，その結果に玄 指令を彩環する。
　こにようの構成でで，前軸と後軸ぇ機械的にほ油悪度
にほ 訣されていないぢほ，後漆操打鐙作悟耳裕度ぎ
まりî制娯障葜で イ軸 ョ悟 とし





ードにおける操舵角度やモード切換条件などの演算に使
用しており，非常に重要である。車速信号は操舵制御以
外の制御にも用いており，従来，後軸（メイン）と前軸
（サブ）の2箇所にセンサを設けている。操舵制御用コ




